
キリスト教委員会のHP(http://rakuno-ce.org)にアクセスして事前に聖書や讃美歌の確認をしましょう。 
づけられたいからだと述べています。「力づける」の原語の εὐψυχέω（エウ

プシュケオー）は「喜び」と「魂／命」から成る合成語であり、「魂／命

を喜ばせる」が原意です。ここから処刑死が間近に迫っているパウロが自分

の命が奪い取られてしまう不安と闘っている様子が伝わってきます。20節
はパウロがテモテを遣わす理由を自分と「同じ思い」を持っているからだと

説明しています。「同じ思い」の原語の ἰσόψυχος（イソプシュコス）は「同

じ」と「魂／命」から成る合成語であり、「同じ魂の／同じ命の」が原意

です。先の εὐψυχέω に続けて「魂／命」を修辞的に強調することで、生命

の危機に瀕するパウロのフィリピの人たちに対する深い愛を真に理解し、

それほどまでの深い愛を持つのはテモテを措いてほかにはないと強調し

ています。21節は誰もが自分の利害を追い求めて生きているという現実に

触れていますが、22節ではテモテがパウロと共に福音のために一途に生き

てきた本物であることをほかならぬフィリピの人たちが知っていると述

べています。23節はパウロが自らの身辺が落ち着いたらテモテを遣わすこ

とが改めて述べられています。24節はパウロが拘禁生活を解かれてフィリ

ピに行くことができるとの確信が語られていますが、実際にはパウロはロ

ーマでそのまま処刑されたと考えられますので、これはフィリピの教会の

人たちを安心させようとするパウロの配慮だったのではと推察されます。 
 「魂／命を喜ばせる」や「同じ魂の／同じ命の」という表現に象徴され

るように、今日の聖書の言葉は「心にかけてくれる誰か」がいることが「魂

／命」の根源に関わる大切なことだと伝えています。パウロ、テモテ、フ

ィリピの教会の人たちがまさにそうであったように、相互に「心にかけて

くれる誰か」に出会える幸いに恵まれるようにと心から願っています。 
 
【2021年のアドヴェント（待降節）／クリスマスの案内】 
 今年のアドヴェント（待降節）は11月28日（日）から始まります。アド

ヴェントはクリスマスまでの４週間程の期間を表し、クリスマスに備えつつ、

クリスマスの到来を待つ季節です。毎週１本ずつローソクに火を灯し、4本の

ローソクの全てに火が灯るとクリスマスになります。例年であれば、学生の

みなさんとリース作りを行っているのですが、新型コロナウイルス感染防

止対策として、残念ながら今年もリース作成は中止させていただきます。 
 
【次回の大学礼拝（アドヴェント礼拝）】2021年11月30日（火）10時40分 
聖書 フィリピの信徒への手紙2章25−30節 
奨励 「真に大切にされる人とは」小林昭博先生（宗教主任） 

【大学礼拝週報】2021 年度 第 25 号（後学期第 10 号） 

2021 年 11 月 20 日（土）午前 10 時 40 分  

   リモート礼拝（酪農学園大学 黒澤記念講堂） 

《大 学 礼 拝》 

〈礼拝動画の配信〉 

 

前  奏 

讃 美 歌  讃美歌２１ 412番（昔 主イエスの） 

聖  書  フィリピの信徒への手紙 2章 19−24 節 

奨  励  「心にかけてくれる誰か」 小林昭博先生（宗教主任） 

祈 り 

讃 美 歌  讃美歌２１ 402番（いともとうとき） 

報  告 

後  奏 

 
【本日の聖書】フィリピの信徒への手紙 2章 19−24 節 
 19さて、わたしはあなたがたの様子を知って力づけられたいので、間も

なくテモテをそちらに遣わすことを、主イエスによって希望しています。

20テモテのようにわたしと同じ思いを抱いて、親身になってあなたがたの

ことを心にかけている者はほかにいないのです。21他の人は皆、イエス・

キリストのことではなく、自分のことを追い求めています。22テモテが確

かな人物であることはあなたがたが認めるところであり、息子が父に仕え

るように、彼はわたしと共に福音に仕えました。23そこで、わたしは自分

のことの見通しがつきしだいすぐ、テモテを送りたいと願っています。24
わたし自身も間もなくそちらに行けるものと、主によって確信しています。 
 
【奨励】「心にかけてくれる誰か」 
 今日の聖書に登場するテモテはパウロ書簡の共同発信人として名を上げ

られていることからも分かるように、パウロが最も信頼を寄せる人物です。 
 19節はパウロがテモテを遣わす理由がフィリピの様子を知って自分が力 

 


